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九州におけるスギ採穂林の仕立方について(正誤表)

ペーヂ 列 誤 正

3 下から 5 来るのでなく 来るのみでなく

4 表
長さ全重泉枝条重也幹重珏枝幹 

32〜3[ 2〇〜30g〜:186 ～丄〇嫁

長さ全重量枝条重団辭徹提藍

s yr 行 灯丄5 ノ
3时3/ 2〇〜30丄4〜18 6〜丄〇

"2 0 
箴母方I根元直経mm |5 上の表! 総fit叫根元直mm|

5 下から 4 以上の条件力ヾ造林木に 以上の条件の枝条が造林木に

5 下から 3 施肥等の人数によって 施肥等の人為によって

6 上から 7 矛2番目の新条より梢をくれて 矛2番目の新条より稍をくれて

6 下から 6 スギ枝条の頂物優勢性 スギ枝条の頂部優勢性

7 上から! 各部住另1岐条伸長覺の次表のものが 各部位別枝条伸長量が3年生枝条の年次 

別区分比3 2•丄年の長さが、!：11： 

丄2〜ZL ： Q 9 ： Q 8の盹囲で実長は、 

丄 4CZ:丄6瑜:180^18£^：160:丄g 

(採穂3年生の長さ4 8Sとす)

8 上から 6 等の営狸と 等の栄囊と

8 下から 6 最多量の塁及 最多の爲及び

9 上から 8 果樹よりも醐よりも 果樹よりも

! 〇 上から1〇 斑の重:〇: 5 〇 G以上 穂の重宣5 〇ヨ以上

1 3 上から! Hookeはかって無豹定 Hookeはかって紅玉5年生について 

無剪定

1 4 下から 7 採取出来るかうに努力する 採取出来るように努力する

1 6 下からI3 ことは低刈の主枝游定の ことは平刈の主枝剪定の

1 6 下から:L1 ネジカワ等の如く自然木の主枝に採 

穂母樹の場合の主枝に利用し易い主

ネヂカワ等の自然木カ瀨穂母樹の場合の 

主成に利用し易い

1 8 上から2 2 採木の埸に発根が 挿木の埸合に発根が

1 9 上から 8 施吧を上にすきかえる程度の抵:を 施肥は稍ひかえめに

1 9 下から:12 次 図
登彩做脣 

穂母樹

川

1 9 上からZL 7 日射の強い西北斜面は避け東南斜面

を選ぶこと

日射の碰い東南斜面は避け西北斜面を選

ぶこと

2 〇 上から! 直上枝を,下部には下垂枝を 下垂枝を

2 〇 上から1〇 台切のときに台切本が 台切のときに台切木が

2 〇• 下から 7 総収模本数は であって 総収穫本数は!.525924本であって
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採 穂 予 想 量

採 穗 林 自 然 木

年

次

樹直

本数

’採穂堡 単拐

本祖 隣:量A B A B 本秋 
当血

1 50 〇 〇 462』 ) 〇 〇 ム6 2 4 〇

2 70 〇 〇 才 〇 〇 〇

3 90 5 7 〇 2312( 152368 2 S248

4 110 6 9 2 774,4 41.6 16 4 18496

5 110 8 12 369 9$ 55488 6 22744

6 120 10 16 4624C 73984 7 3236 8

,7 140 11 18 5Q864 83232 7 32368

8 150 12 20 2312 2 7 744 4 6 24 0 7 2312 1Q184

9 17 〇 13 22 ク 3Q056 5 Q8 6 4 8 ク 18496

10 18 0 15 24 34.6 8 0 55488 8 18496

11 190 17 26 39304 6Q112 7 1S184

12 200 1 9 27 43928 6S424 6 138 7 2

13 210 21 28 4855 2 6 4*7 3 6 6 2.887 2

14 220 22 29 々 5 Q864 67048 5 11560

15 230 23 30 53176 6 9. 3 6 0 5 115 6 0

16 240 24 31 55488 716 7 2 4 9.24 8

17 250 25 31 578 00 7167 2 4 9. 24 8

18 250 25 33 57800 76296 4 9248

19 260 27 34 1.156 31.212 39.304 〇 1156 〇

20 260 29 35 33524 4 04,6 0 〇 Q 〇

21 270 31 36 35836 416 16 〇 0 〇

22 270 33 37 3814 8 4 么 77 2 〇 ノ 〇

23 28 0 35 38 4(14 6 0 43928 〇 〇

24 28 〇 36 38 41616 43928 〇 〇

25 290 38 40 43928 4624 G 〇 〇

26 29 〇 39 40 4S084 46240 〇 〇

27 300 40 12 4624 〇 43552 〇 Q 〇

28 300 41 42 〇 蜀396 冬S5 52 〇 〃 〇

29 300 42 4555 2 5Q864 〇 〇

30 310 42 44 48552 5Q864 〇 X/ 〇

1 184,9 00 J.5259 24 26819 2
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は し が き

本稿は石崎厚美技官が昭和3丄年度において熊本営林局の 

委託により調査取纏めたもので、近年林木育種等の観点から 

スギ優良品種の合理的な採穂林の仕立方が要望されていると 

き甚だ有意義な資料となるものと考えられる。

なおこの問題については、現在も当支場の関係者によって 

継統研究され近く発表の段階にあるが一応本稿を腾写に附し 

て大方の参考に供したいと思う〇

昭和3 3年7月:L日

林業試験場熊本支場長

三 井 鼎 三
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九州に於けるスギ採禪林の仕立方について

(3)

石 崎 厚 美

1.採穂林の起源、意義及び目的

探穂林の起りは挿木狼成苗の起りに深い関係を持ち•これは又採穗.•の起りと終の関係にある。 

九州に於てスギ米林の始まりは遠く景行天皇の時Kに遡る。大分県速見郡由布町の逆核よ仝天皇 

カ晒征の際・武運を祈ってスギの生｛支を揷したものが活着したものであるとされている。福岡市香 

椎町香椎宮境内の綾杉は种功皇后カ晰;維征伐の帰途、兵器を埋めて祈願を行った時關スギである 

とされている。福岡県朝倉郡小石原村の行者核、阿蘇那一宮沖社の杉、市房神社、狭野神社、坊中 

出水神社等のスギは修業者及び戦勝記念などのために揷付けられたものである。

!挿核造林として最も早く発迷したものは依吧スギであって•凡そ3 〇 〇年海過しており、鹿児 

島のメブ廿は2 5 0年、日田、小国の林業は2 〇〇年を超えている。

国有林は林区制度がしかれてから7〇年を経過しているカヾ、その初期の時代に於ては藩政時代の

造林法が継承されていたために、抻木造林も可なりに行われていたが、日清、日跄の戦役の結果 

森林資源の培養が急務となり,特別経営造林及び公有林野官行造林等の臨時造林が行われて、急激 

に種苗恭成事業が膨脹して、揷木養成苗のみによっては苗の需要を賄うに困離な状態となったため 

に・実生苗による養苗法が盛んとなり、明治の末期より大正の初期にかけてはヨシノスギ等の実生 

苗造林力金盛を極めていたが、弓Iき続く赤枯病の大発生、旱害被害及び品稣蹈による造休成績 

の低下等のために、再度挿木養苗による造林が盛んとなり、此の時代より全国的に磴林造成の気 

運が洽頭してきている。その後オ丄次、オ2次ほ界大戦、満洲事変等に益セ木材資源の消費を高め 

て逼迫させて殆んど枯淮に追込み、その培養が最焦眉の問題となってきているが、これを確実、安: 

全に遂行するには優艮品種の大量揷木造林によるべきであって、そのために各地に隣淋養成の必 

要が重視されるに到っている。

揷木養成苗は優艮母樹の遺伝質をそのまゝ云え、クローン増殖に依って品顧改民を行うことが出 

来るのでなく、根切虫、赤枯病等の病虫害及び乾燥の被害に強く、育苗期間も短縮でき、苗畑の経 

営技術も簡素化でき、恭成数量も確保できる為に、一層此の方法に依る造林が盛んとなってきてを 

り、採穂林の価値がー届大きく評価されるようになって来た。

我が国に於ける採碗林の歴史は可なりに古く ,北山杉は台杉に適する品簡を固定したものを糸歸 

することが最も重要であって、その母樹より採砥増殖しているために、一種の瞄林とも見做すこ
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とが出来る。九州に於ては卧吳天草郡機宇土村に最も古い漩林を見出す。仝地の原田丈七氏は凡 

そ6代、2 0 0年前から苗木商を初め、樹令丄〇 〇年以上の麟林を持ち、丄本から2 0 0 0本以上 

を採穂することができる盃状形採穂母樹がある。国有林に於ては熊本営林署のものカJ番古く、2 8 

年を経ており、次いで古いものに佐资、川内、加久藤のものカあり、その後設定されたものとして、 

美万津、川内、出水、武雄、大分、竹田•八代等のものカある。又その後も屢々採穂林の造成が試み 

られているカミ、仕立方の方法力瓏立していないために取扱いカ粗放で、採徳髭も少く、品質も低下し 

ているために放置されているものが可なりに多く見られていた。前述の様に採穂林の仕立方は麻英樹 

及び優惡通を積極的に増殖して行く上には•最も慮要な仕事であって、九州の樣に地域別に•推奨品福 

をきめて、それらの系統を急増するには最も重要な技術である。此の意味から九州に於ける実地哄 

と、種&の文献によって考察を行った処、稍まとまった結果を得ているので、そのー一部を此処に発表 

することにする。

2.採穂、揷穂の形態並に具備条件

揷穂は造林衣及び採穂林等の採穗母樹より彌し燉条あけるが淄捂した困終過程のもの•であって 

この形題が山出苗の品質、形態と高い相関があるために、艮い山出苗を得るには揖聴、搁恵の吟味が 

最も重要である。

林苗には青揷、赤揷と本揷、側芽挿の別があ る。九州地方に於ては青挿で本揷の場合が最も多 

い 九州に於ける山出苗の大さは、 その地方の気象条件、造林地の地質、土壊の組織及び椎登・林床 

植物の地表処理に要する経費、输送距隧及び時間、苗の品質、系統並に形質等によって一つの目標が 

定められるべきである。

九州の南北を通じての、即ち換言すれば平均山出苗の形態は次表の通りとすることが出来る。

長さ 全重最 枝条重量 幹重最
枝幹

北九州 3 2 〜3 7 2 〇〜3 0 1 4 ～丄 8 6〜ユ〇

南九州 〇 〜4 5 2 4 〜3 6 丄6〜2丄 8〜ユ3 •

平均 4 〇 2 8 1 8 ! 〇 ・・

而して採徳を各年次別区分によって示せば次表の通りとなる

3 年生枝条

丄年ザT 2年?r 3年灯 総 景方 根元直伽

重

量

¢6囲 4〜8 1丄〜丄7 3 5 〜4 5 5 〇〜ッ〇 8〜丄2 〇

平均 6 1 4 4 〇 6 〇 1 〇

比率 丄。 0 2 〇 〜a 5 a 〇〜a 〇

伸

長

呃囲 1QO~12 2L4〜丄6 丄8〜2 2 4 2〜5 〇

平均 11 1 5 2 〇 4 6

比率 1.〇 L 4 L8

4 年生・枝条

!年 2年 3年 4 年 総 & 根元解

a 
疑

範囲 4〜6 ケ〜丄! 1 2 〜2 8 R 4 〜3 5 4 7 〜8 〇 3

平均 5 9 1 5 3 1 6 〇 1 2

比率 丄8 3 〇 G 2

伸

長

範囲 8〜丄〇 ! 〇 2 1 2 5 14〜丄7 4 4 〜4 9 —

平均 9 11 1 3 1 6 4 9

比率 1 2 丄4 1.7

採穂の母樹の年令は前記条件の枝条を最も多く着生する樹令の母樹と云う結果となり、若すぎる場 

合には、枝条直径、長さ等に適当なものを辱寸、古すぎる場合にはその適合枝条は採取不能の娜頂 

部のみに着生するために自ら樹令に制限され、トヨ5年位を適当とする。幼、壮、老の各樹令別の母 

樹について発根試験を実施の結果も幼、壮令木が発根の著しい結果を示している。

噸はは3〜4年生枝条の年次区分の前記のものを最艮の形態とする。挿穂は2年と3年の境目附 

近に最も多堂の糖類を貯蔵しており.それより古い場合には栓皮化が著しいために貯蔵養分が減少し 

若V、部分には又少くなる。その為に3〜4年生枝条が最も艮好である。

以上の条件が造林木にどのように着生しており、どのような功程をもって採取可能かに依って自然 

木よりの採穂が行われるのであって、採穂林は以上の条件の枝条を整枝、剪定、施肥等の人数によつ 

て造成し、それ力源済的に成立する場合にのみ普及されるものである。

3.自一然木(造林木)の枝条形態及び枝条の一般性質
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自然木の枝灸形態は樹令、品種、環境、施肥撫育、枝条の若生部位等によって異る。

葉に於て生産された物質は通蝉組織を通って運按されて、枝条及び幹の形成層の発迷を促すので、 

成長量を増大するには同化能力の最も高い組織、機能の葉組纖であることが必須条件である。枝条に 

はその着生部位に従って同化機能の異った針葉を着生しているために、新条の成長は母枝の位設、条 

伴等に依って異なるカヨ•一般:原則としては仝一母枝上に於ては一番尖端の芽、即ち頂芽が先ず最初に 

発芽して最も旺盛な成長を行い、次に2番目の芽力鞘おくれて発芽し、頂芽より稍短い新梢となり、 

矛3番目の芽は矛2番目の新条より梢をくれて稍短い新条となる。此のような性質を頂部優勢性とよ 

んでいるが、此の性質は密林の仕立方に於て最も重要なことであるので、その原因について価単に 

述べることとする。

頂部優勢性の原因ほ昔は極性の一つであると祢されていた。その後養分説が海こり、枝条内の貯 

蔵養分は成長養分に変化し、それによって芽発、伸長を移動させるものであって、此の養分の変化は 

枝条全体に亘って、一度に起るもので^なくて.頂部の芽が先終化し、次でその下部にゆくに従い 

変化力洛くれて行くものである。又下方の芽の発芽、仲長力抑制されるのはそれに必要な無分が上方 

の芽に吸収されて下方の芽への供給カ环充分であるとの説明カせじ、樹液は最も早く活動を始めた芽 

に最も早く混入して、その他の芽へ^流入しないものであるとの説明も生じ、合理的に考えられてい 

たが、物質の実証が与えられずそのまゝとなっていた。而して植物の生長物質についての研究はその 

後長足の進歩を逐げて、生長素の実在から実証されるに到り、頂部段勢性も成長ホルモン物質に比3 

ての追求力行われて来たが,これにも抑制物質、特殊物質等の種»の考え方があり一岡・複維となって 

きているカヾ、Wentは最近植物の器管形成及び成長には成長ホルモソと特殊物質Calineの相関的 

配置の珍動の関係を最も重視している。これを換言すれば成長及び器管の形成には成長ホルモンと特 

殊物質Calineとカヾ存在することのみにあらずして.成長ホルモンが体内に於けるCalineの分 

布を変える結果生ずるもので・ある。
更にこれを詳しく説明すれば側芽の伸長が下方にゆくに従い抑制されるのは、芽の成長には成長ホ 

ルモンの他にCau丄oca丄ineカヾ必要であって、これは成長ホルモンの成生の多风の部分に移)助す 

る性質をもっためであるとされる。此の説は今迄辱釈し得なかった茹うの現象を説明することが出来 

極めて現実的であるがまだ完全とは云い難い。

スギ技条の頂物優勢性の強さは2年生枝条に着生する丄年生枝条の伸長状態の差異に依って略判断 

が出来る。主枝よりも主主枝、亜主枝よりも側枝とその末槍枝条に行くに従い発芽伸長規は減退の傾 

向を示すが、その羊の少いものはlocaline又はRyzocalineカ哆攻こ存在し、発根も 

著しし齬果となる。此の性質は品種に依って差があり、プヤスギ、ホンスギ・メア卄、ブオスギ等は 

これに属し、アカ、クノアカ等はC aulocal in eの多i部斷で;発岫泛D'もの止することカ杜瞄, 

頂部優勢性の差異は開舒時期にも関係を有し、著しい部分程早く、弱い部分程おそい、発根条件の

5) 

のすぐれた枝条としては各部位別吱条伸長母の次表のものが最も勝る結果を示している。この条件 

の枝条iよ幼令の4〜5年生でU樹冠の底部附近に多Uであって、!〇年生では稍高まり、二5年に 

なれば更に高まり,2 〇年生に逹すれば殆んどその樹冠上部のみにしかそれを認め得ない。

頂部優勢性は環境により差異を生じ.受光母の弱い日陰地等に生育するものは最適受光ほの地に 

生育するものに比較して劣り、水分、窒素及び糖類も最道受光ねの処iに最も比率の良い含:3を示し 

ている。

枝条の分岐角は初め葉の著生角度にH例した理海涕・る灰德破韻｛昭配、方向、結実の有無及 

び程度等に依って新梢の養水分の貯蔵配置に差異を生するために異った成長状態を示し、種。の角 

度の変化を生する。而して原則的には角度の浅いものは深いものに比較して成長Hが少く、内向枝 

は外向枝に比較して成長玷カ磐しい技には種"の名称がある。自然木では次の分類に従うべキ就る 

而して採舖林等の変形枝条に対しての 

分類は果樹等と仝様に次の分類による 

べきである。

主幹樹冠の骨格の中心主軸

主枝樹冠の骨格をなす主枝 

内向枝主幹の方え向って出ている 

主枝

枝の名称

下垂枝 主幹となす角度が直角以上 

で下に垂れている枝

直上枝主幹となす角度が3び以

内で上方に伸長している枝

平行枝 樹冠の外側え2枝条が咯仝様の力で分岐、発達しているもの。

靈 枝 主幹より両側に同時に路仝角度で分岐している枝

枝条の分<!皮角はその角度の浚いもの程安定し易い。Mac Daui els氏に依れば角度の狭い股の

分岐はその内側部分に、両枝の肥大圧力によって圧せられて枯死した部分力強瞬中にあるために成長 

状態ガ滾えて来るカヾ、角度の広い股:の分岐はその中間の部分に形成日をつ < る余地を生する為に大き 

な安定した枝条を着生させることが出来る。採慈林の仕立方に於ては安定した主・.枝をつくることが 

最も页耍であるので•常に発生枝条の角度及びその発逹関係に注意すべきである。

枝の太さと新条成長母との関係を見ると、同一枝上で他の条件の等しい場合には、その枝条上に 

生ずる新梢の大さは、その母枝の大さに最も密接な相関を有するものと云える。淺見与七氏は仝"卷 

上の発芽前の種"の長さの丄年生枝条4 6本を選んで、その葉面積を測定し、それと各母(支より発生 

した新条の大さの総和との相関を求めて、r = a9 2 2 ±a!〇 5の殆んど直線的相関のあることを
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明かにしている.その後、膨井氏も仝 g 括果を示し,更に仝氏は母枝上の新梢総長を母枝表面植で 

除したものを丹技の平均成長率と名づけて母枝の太さ別に比較して、その成長率は枝の大小に拘らず’ 

略全似,であると称えている。このことは極めて興味ある問題で、これを平易に云えば枝は表酬の大 

きいもの程、それから発生、成長する新梢の成長切:が大きいと云う結果となる。

技条の萌芽カ及び伸長珞えその樹体内に生産.蓄辑されている糖類、澱粉、窒葯匕合物、炭水化物• 

等の営養とホルモンの垣［による。Claus•田えかって新条伸長の条件を次の4群に分けている。

! 窒素の供給豊富で、炭水化物の生産の乏しい場合には枝の生長が悪い。此の状態は日陰のもの 

に民く見られる。

2 聋素の供給過度で、且炭水化物の生成も行われる場合には、枝条カ鞘徒長的に成長しーそのた 

めに炭水化物が消費されて落花し易く,樹梢はあまりに勢カカセ盛すぎて不安定である。

3 空素の供給適当の合は炭素の蓄積ふ冇われ、ホルモンの蓄秘も著しく ・花芽及び果実が艮く

若生する。 么 空寨の倒給不足の埒合には枝条成長:Q力©弱であって、花興生カヾ悪く、実

止りが悪い. "

此の考え方はスギ採穂林の取扱に於てもあてはまる.スギ枝条は梢頭部の受光敏に恵まれているが、 

側枝等は光にめぐまれぬ位從にあるために炭水化物の生産力拝わず、殆んど成長をみない部分がこの 

形態を表わし、オ2の埸合は樹梢が極めて艮好に発逹して炭水化物の蓄程(の余裕もない状態を示して 

いるので屢封徒長的形態を示し、発根、発芽に不艮の形態である。又品種別に見る場合にはブカ、ク 

モトオン、ハライガワ等がメアサ、ブヤスギ等より環元糖力泛しく、窒素の乏しいのはこれ等のもの 

カ殖葉玷少く、折角生産されたホルモンが消費されるためであって、梢頭の徒長するものはこの条件 

を示している所と考えられる。 枝条の形態を渐減、昇騰・平街の3型に分け、その各枝条の昇騰、 

平西型は造林木では主枝、、亜主枝及び副条枝等に多く発見し、それ以上の高次の側枝にはあまり見 

出されない.このことからも瞄林の仕立方は主幹及び主枝より新枝条を発生させることカヾ最も重要 

であると考えられる。

4.採穂林の仕立方

採穗林の仕立方は土地の選定から台切、射定、室枝、手入,肥培管理に至るまでの一環した技術で 

あって、断片、部分的な考察からは決して合理的な仕立方をつくることはできな

1)樹 型

果樹、園芸、桑園等には種るの樹型に分類されているが、最低経費で, 艮多坦:の痘及び金

員の収穫をあげることがその最大目標であって、柑橘類では盃状型(開心)扇状形、変則主幹形,開、 

心主枝半円形、円筒形等の種つの樹形の密支、明定力冇われており、ナシ類では関東、関西、折衷、 

盃状、柵杖立の各郡が各地各様に採用されており、!)ンゴには長幹半円形、曲心半円形、主枝中心、 

綜合半円形及び変則主幹形(遅延開心型)、カキ、モモ、ビワ、クワ、オート等には変則主辞形及び 

開心自然整枝が行われている。果樹の剪定は結果枝を多く発達させて着花、結実を髙め、艮果を最多

〇)

:Qに、最大収程をあげるのが目標であるが、一般に樹髙成長の著しし喬木性のものは人工を加えた盃・ 

状形、半円形仕立法よりも余り樹型を変えない自然形即ち変則主幹形仕立法が適当と称されている。

丄年生枝条を最も多く発生させて、若い民質:の礙を最も多く偶給し得るような目的の桑樹の剪 

定に当っては、その剪定、整枝は果樹の場合とちがって、台切仕立としてその髙さは、桑樹の品種に 

よって決定されるが、原則として高刈、下刈の2軸に分け、髙刈は5 °印以上低刈は2 ° ユ以下と 

されており、一般に萌芽カカ駐盛に使用されるのは高刈よりも低刈である。

スギの採穗林は採穗条件を具備した2〜3年生枝条を毎年漸増すること力呵能であるように鼬 

しっつ整枝して行くのであって、その台切、剪£及び樹型仕立方は果樹よりも桑樹よりも

翻に近い様式が考・えられる。スギ臟林には松岛式があるがこれ1询眺旅梱のJ宜し苗の沒陝:し 

•〇るE我!沏さく、催、灰察^わ视性密梱V牛の强!に分犬 初各硬各顾芍㈱れ加通りとなる。

樹 型 適合品種

石崎式

平刈(扁状形、盃状形)

高刈(主幹半円形)

メ・?・サ、ブオスギ、アカ、うラセバル

ャブクグリ、ホンスギ、プヤスギ等

アヤスギ、ホンスギ、ブオスギ、メブ书・等

低刈(即心主枝半円形)

自 然 型

メブ廿、・ブオスギ

全 品 頑

2)各樹型別仕立方

各担型另IIにそれぞれ台切、剪定の位置、程度カ溟なる°又その時期も異なるので次に各種仕立方別 

に説明することとする。

ィ)平刈(盃状)式仕立方

此の型は主枝を四方に極度に開き、樹冠が開心、平面状となるのを特徴としている。此の仕立方 

は預恵、手入及び薬剤撒布に便利で病害虫の駆除、予防にも術底を期し易く、又樹冠は平面的であ 

るために日照tの！也物物均一となるから品質のそろった擬恵が得られ易いが、樹冠が平面的で体積 

カ吵く、葉面積も少いために琳5母の収穫の点からは必ずしも最艮の仕立方とは謂い難い、しかし 

ながらこれは凡ゆる品種に遥合し易い特徴ももっている。又この仕立方は矛丄主枝迄の枝下高が高 

くて、それカ梱令を老るに従しー屑窩くなり易く、その車科こも日があたり易いために、萌芽が減退 

し易いと云うことと、中央部分に徒長技力璨まる性質があるだめに、その部分の枝条の部 をおさ 

えて、常に採穂採取可能の数!量を高めるように留意することに•常に努力、苦心を払うことカ部要で 

ある。今此の仕立方の基準的な過程を示せばオ3図の通りであって、次にその各場合について節単 

に説明する。

a ) 主幹の台切時代!(牙:L年目の整枝、•剪定)
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(i)主幹の台切

採羅林は主幹の台切•剪定より初まる。台切は枝条の発育の根源をなしている主幹の発育と不老' 

との手段を考慮すべきであって、これは品曷、土壞、気象、植栽密度、臓•雄易、吐壊管理等によ 

って吟味されるべきである.

果樹の場合には欧洲では主配の長さがユ4 〇〜2L 8 0つを長幹.丄〇 〇〜:し3 ° gを中幹、:100G 

以下を畴としてをり.米国ではん〇呎以上を長幹.2、5〜3 〇呎を短幹として短幹は集納嗷培に 

用いられ、ー股に幹長丄8〜3 〇吋のものが概ね艮好とされている。日本の果樹の台切、剪定にあ 

たっては、低刈を略2 〇〇»、中刈を5 〇〜6 Oca,高刈を:1〇 0 6以上とよんでいるが、此の場合 

でも低い場合は高い場合に比校して萌芽カも著しく、若い完熟枝条を着生し易い。

スギの採穂林は2〜4年生の根元直荏a6~L2C»長さ約5 0U穂の重量5 °E以上の形態をも• 

つ枝条を多量に着生して、内容物質;こCとNに富み、極めて発根条件に富んだ採穂を多数に着生、 

成長させることカ5できるように钢及び主核を養成しつつ瞄して行くこと力瞞も正要な目的であ 

ってそれには主幹の台切、勇定を桑樹の％よりも低目に行うことと、台切又は整枝によって生ず 

る新条が、3年目に採穗可能の枝条となりしかも成るべく最も多く発生するような台切、切返剪定ヾと

行ア・r泓が、スギの樣に喬木・で頂部優野性の著しい也T膏では先づ心ぬき、即、ら台切が暇も 

重要な仕事である。

定植後2〜5年目に台切を実施した結果は品種によって可なりの差異はあるが、3～4年目に2 

～3年生技条の部分を台切するが最も艮好な結果を示している。台切の埸合に砾疡!愈ヾあるが、 

その各aの場合を簡単に示せばオI図の通りである。

(1) 主軸梢頭部のユ〜2年生の境の部分より台切を行い、側吱をそのまゝとする場・合には梢頭部 

に最も近い主枝が心変りとなって著しく伸長し、ブカ、タノ ・ブカ等の如きは殆んど台切の効果 

を認めない状態にある。

此の場合定植2年目でiま採德可能の技条を蓿生していないが、3年目では‘本、』年目 

では6 1本の枝条を肴生しており、その着生部位は台切の附近より一I〜2年下にあって、

台切附近の枝条は丄年生であろために磁Uならず、その最梢頭のものは主軸となり易い。 

而して4年目に台切を行えばその埸合の高さは。9 〇说を超えており、台切の髙さカ明・リすぎ 

て活力を永くもつ採穂林とは云い難い。

(2) 扭由梢頭部の2〜3年生の境の部分より台切を行い.側吱をそのま、存置する場合には、そ 

の梢頭部に最も近い枝条が最も著しい勢力を得て主軸と変り、その次の下成がそれについで剪 

力を得て来る。此の場・合の枝条の着生部分別の伸長量の変化は前の場合に比較して上部より下 

部に稍大きい結果を示し、台切の部分より発生する枝条も亦前の埸合よりも著しい結果を現し

3)

ている。

この台切を定植後2年目に行えば過度の剪定となり、台切の高さも低く成長力が減退しすぎ 

定植3年目に実施すれば台切の髙さも4 °～6 ° sとなり、剪定の強度も中瓜fで、成民力の減 

退もあまり来さないように感ぜられる。定植後•年目になればブカ、タノアカ・ヤブクグリ等 

は台切の髙さが髙まって、民形の鼬林樹型を辱き難く、又台切によって中心部附近より発生 

する新条の勢力を弱めて噸最道の枝条を登成し難い。5年目では一刷不艮の結果を示す。此 

の荷の台切の場合に併せて採穗可能の枝条を採秘すれば中心部台切附近からの枝条の発生' 成 

長力を更に弱めて樹冠の上、下部の間に於ける成長力の隼を縮め、多くの扌裾最適の枝条を着:

“ 生、成長させる状態となる。

(3)主軸梢頭部の3〜4年生の境の部分より台切を行い、側吱をそのま、存直する場合は前項の 

2〜3年の境界で台切を行う場合と略仝様の結果を認めるが、只此の場合は⑵の畑•に比して 

中心部附近の枝条の発生及び成長力が若しく強く、それは3年より4年の場合に茗しい。その 

ために:L回で完全な心抜きを実施すること力ヾ出来ない場合がある力二それには翌年台切の附近 

より発生した徒長枝型C目標は30G以上のもの)の枝条を若芽の場合に開截することカヾ重要 

である。定植後の年令の古い程、採慈母樹の大きいもの程台切の場合に掀忍最適の枝条を間截 

及び切返列定等の方法によって強度に行い「户ふ部の勢力を弱める。此の場合に最も重要なこと 

は凡そ3年間継続して等景に採痛!可能の候補枝条を見定めてその初年度に於て、痢利用不能 

の枝条を剪定して抻穂に供給するので、そのあ定は間截を原則とするが、枝条fiの剪除が強度 

にすぎる場合には切返明定に依る。

以上によって台切は定植後3〜4年、樹令2〜3年の部分、主軸の直径:L 2〜:L5S、地上高40 

〜6g>と云う条件が艮好であることが明確にされたが、台切は枝よりの位置、枝の角度との関係、枝 

の大きさ等より考えてその位遗を決定すべきである。枝角の小さいものを台切の梢端部に残す場合 

には、その枝カイ著しい勢力を得て主軸と変り易いので、台切は成るべく枝角の大きい部分のしかも 

車枝の部分を利用してその周辺の拐聽可能の枝条は成るべく利用することである。

台切の位胜は主核分岐点の直上にすべき・であって、分岐点より髙すぎる埸•合にはその軸が乾燥し 

易いために、その先端附近よりの新条の発生力沙い。

又余り低すぎる埸合にはその新条は一方側のみに"発生して、新条の不揃のものが多く、徒長枝を着 

生し易い。その為に切口は分岐点の稍上方を成るべく平滑に切断することが最も好ましい。

3)枝条の整枝、殆定

採穂林の整枝、剪定は植物の栄養生理上から見て.最高、至雄の応用技術である,枝条の成長は 

直径、分岐角度等によって成長を異にするカヾ、それは又吱条琳定の碰弱に依って極めて著しい差・安
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を生ずる。Hookeはかって無剪定.切返剪定(丄年生枝条の知短切)間钱勇定(主枝丄本を残し［也 

の丄年生吱は総て基部より切除する、部分切返剪定C主枝丄本を残し他は％短切)、’案素施 

用、無剪定の5区を設けて、剪定当時と其の・後の結果を見たところ、時期の進むに•従いI年生枝条 

は水分及び奈素の増加を、2年生枝条は減少の傾向を示し、炭水化物に余り著しい数字で^ないが 

以上と逆の結果を示したと報告している。

浅見与七、佐藤一進氏等は又、3年生の長•FfiB梨を用いて中(二年生主枝を各労に切返す)強( 

主枝と各归に切返す)及び無剪定の3区に分けて、!年生枝条の部位別に水分、及び炭水化物 

を定塁の結果•水分及び炭水化物含母は强、中、無の順に高く、炭水化物の内、直接、通元糖は増’ 

加するが、他は殆んど減少の傾向を示したとしている。

主枝の剪定と新条の発生及び伸長の関係を既設のスギ採穂林に就て調査を行った所オ3•表の通り 

であって、主枝の码定が弱い程伸長位及び発生能力に乏しく .瞰と仝程度の枝条付根附近までの 

頹坍定は、精力旺盛の枝条を多数に発生すること力謫解される。この関係は樹幹台切の場合にも明 

かにされたことである。

台切当年の:枝条の坍定力嗷度にすぎる湯合には、萌芽カ及び成長企を減退させて、これはひいて 

は痢敏適母を減少させる。この理由から採應限度が決定ぷ1る・ヾで校奶•渤心唳剥S'・て祖眼 

調近の結興よ全竈珏の約如の採糖は成長駿及び萌芽力に著しい悪影響を及ぼさない結果を示してい, 

る。この定植後3～4年目の剪定の程度を具体的に表現すれば台切の場合の2、3項で表示した通り 

に向う3ヶ年間仝£!の採穂が可能な条件に・採穗を限定することであって、丄年目に搦恵枝条カ哆く 

2年目に殆んどない場合導の如きはI年目の採摭枝条を一部残し、一部は切返型/定を行って採穗 

技条を早目に聲成することである。枝条の宛逹が民好で、1～2年目の採雑枝条カ槪多い埸^には 

間彼の卸味で、枝条の根元附近から豹定して主幹より直接副条枝を発生させる。而してこの場合あ 

まりに枝条発生Rが多く密集する場合にはこの副枝条も下垂枝等を?§除する必要がある。

(C)台切完成時代(2年目の整枝)

才2年目、定植4～5年目の整枝にあたっては、先ず中心部附近の勢カカ皴かれて、主枝にどの 

ように撒かれたかを注蔥して、また心抜の充分でない場合には徒長枝を根元より整理して、澈族 

德枝条となり難いものはこれを除き、相似た直径、長さの枝条のみを残す。主幹に着生する枝条も 

下垂枝となり易いものは、喚/定の場合に前除すべきである。ー股に2年目の採穂は初年目よりも僅 

かに多く上週る程度に・実施すべきで、それは品種土壌等によって異なるカ璐8～丄3本とされる。

(d) 主幹鼬時代(牙3〜6年目の整夜)

ォ三年目即ち定植6〜8年目の整枝は2年目の整枝、朔定と略仝1兼の考え方から採穂可能の哉を 

次オに剪除して行く。而してその頂部は間截をつよく、その下部に行くに従いそれを弱くして、全
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体に枝条の少い場合には上・下部を通じて間截と仝時に切返勢定を行う。下向伎カ绪生する場合、或 

は又徒長枝、重り枝は必ず剪定して.四方・上下に平等に枝条が発達するようにつとめる。即ち此の 

時代は主轮に新条を発生させてそれを収穫するように努力する時代であって、各主幹剛時代とも称 

すべきである。

(e>主技造成時代(丹ッ〜:1〇年目の铉技)

为7〜8年目郎ち定植ッ〜9年目の整枝は主幹からの採穂最適新条の発生が弱まるために、盃状形 

の主枝を形成させて、その主枝から台切頂部附近にかけての部分で操穗を行うように努める。主技は 

既顏・の凍に最も枝角の大きい太い枝を用い、剪定は1〇 m以内に於て行う。剪定の位直は立芽のある 

場所を忌み、下側に丄〜2年生枝条の着生しているような、所謂車枝の部分を利用して切断する。こ 

の盃状形の骨格をなす主枝の形成は二方向に仝時に;形成させることなく. ー側方を固めて他力へ移り 

採龍枝条を増成しながら樹型を完成して行かねばならない。 主枝を一時に長く延ばしすぎれば枝角 

をせばめ老衰を早める結果となる。この時期の主枝の移動力離も軍要且つ困陞な技術であって、要す 

るに揺庄!技条瞄の位置を除"に主幹頂部より.、主技に移3させる気持で、適珏を除万に剪定して行 

き、向う3年悶略容妲上の揺痣を斐給できろかどうかを吟味しなカヾら、間禍及び切返豪?定を折り混ぜ 

て実施することである。

(f ) 盃状型宏成時代(7F115年目及びそれ以降の密枝)

1～15年目の弦枝即ち定植後丄3〜丄ワ年目は略瘢協の完〔‘•泌I形えの誘鄭カ浣成する時期 

であって、盃状形樹型の骨搭をなす主技も临誠して,その衣劾らの豚邓曲和点に逹してくれば、53ま 

錢契施脸也けtE:らないそれにH扣•婀翅由艾杉成翊合と同弟咬によつ斓定することであって、こ 

の場合重要なことは、矛い欠側(支を安定させるに必要な岐 角の広さをもっことであって、切断部分 

を車枝の部分で利用する場合力珍い。

盃状型主枝として外側3方に主枝、牙1次側技を完成した後には更にオ2次側吱を完成する。その 

義成方法は全<^ki次側枝と仝様であって、更に偏平状に四方に拡げ咫べく掘蹈初弟K 也驼次則 

枝等の各部分に多く着生して均質条件の最適採穂がなるべく多なに採取出来るかうに努力する。

これ以降の整枝、剪定は樹型の完成された主枝より側吱を高状に延長して行くのみであって、その廷 

長の技術はオ!次側枝の場合に既述の通りである.主枝又はオ!.2次側枝食成の途中に艮い角度と直 

径をもった亜枝(亜主吱.^1.2次亜側肢等)を生するときには、主枝オ丄次及びオ2時側枝尋の育 

成の場合と仝^に勇定、整伎に充分の注蔥を払って育成しなければならない。

・低刈(開C・、型主枝半円型オ4図)

伏条徃の強い.樹幹湾曲の習性の強いメアせ.ブオスギ淨よ定植後3〜4年で著しし钢伏状を呈し、
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その根元附近にはこれと対照方向に向っている鈍角の主枝を発生させている場合力珍・い。この様 

な条件のものの採穗林としての仕立方は低刈式がある。此の低刈式仕立方は平刈式仕立方よりも亜 

主枝の数カ哆く,樹冠も広いために単•木当りの採穂収Hは多いが、主枝は分岐角を浅めて内接し易 

くなるので.内部に光を通さず、枝梢のみが伸びて、繊弱の採穗を得易いために不艮當生産の温床 

となり易I・族点がある。この方法の仕立方について次に诵単に記述する

(a ) オ丄主韓合切時代(牙:1年目、定植3〜4年目の台切整f支)

定植後3〜4年目に髙さ4 〇〜6 0质、主軸直径丄2〜!.5 Q、樹令2〜3年台切枝条全貝の 

%〜％を台切するカヾ、只此の場合には高さを稍低めに、内側に枝条をもたず、外側に主枝のある 

部分を選んでその直上部分を台切する。而してこの枝条は剪定することなく、丄年残して分岐角 

を主軸を充分に発逹させて台切の埸・合翌年に險剪定するように留意すべきである。

理定も亦平刈仕立方の埸合と同様に向う3わ年間で、初、次、3年目と漸次高次の数2カ源穗 

できるような枝条を着生、伸長するように剪定• すべきであるが、この場合には概

ね強度の功定を行って、主幹の根元(滯生している片側の主辞候補枝条を育成することが虞要で 

ある。しかし乍ら内測方を或度に外側方を弱度に行うように留意することがH"要である。

(b)台切完成’時代(矛2〜5年、定植4〜ワ年目の整枝)

牙一主給をオ1年目に台切することに依って、容易に根元より、2 0M附近に若生している既存!

支条を为2、矛3主韓となる峡補技条に発育させること力咄来る。又既存枝条のない坍合には 

それらの枝条を 発芽させ・易く、而も、それをオ2、3主］律として育成しなければならない。オ. 

2、3主幹のオ丄主样となす角度は中心軸より4 5°以上の孤線・状をなし、対照的であろことが 

最も重要である。原則的にはオ2主幹を台切完成してオ3主幹の台切完成を行うべきであるが、 

極・めて艮質の枝条が理想の位磴に着生している場合には仝時に台切を行っても艮い。しかし乍ら 

この際は稍低目の位砍に於て台切を行い、分岐角の安定:こつとめる。

牙2主幹の台切はオ丄主軸との分岐点より2 5S内外の主柚をオz！.主餘の白切の場合と仝様に 

行う。この際最も!K要なことはオユ主辞側の枝条を強度に功定して枝の荷巍をなるべく外側向に 

かけることである。オ3主幹の台切も沙2主幹の台切と囹羡にオ丄矛2主幹側に藉生する枝条を 

成るべく頻度に勇定して才三主粹の外側に枝条の荷重力効、、るよう老恵すべきである。この枝の 

台切は原則としてはオ2主幹の台切完成後に実施すべきであり、矛2主幹より稍低目の位置に台 

切を行って早目に分岐角を安定するよう努むべきである。

(C)主幹採穂時代(牙5〜8年、定植7 ～10年目の整(・支、剪定)

矛2主幹台切の時代はオ丄主幹は主幹採穂時代にあたり、为3主幹台切の時代に,はオ2主幹は
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採薦時代、オ丄主榦は主枝形成時代:に入ろうとしている。而してこの主幹採穂時代には平刈の場 

合の主幹採穂時代と仝^に頂部附近では間截をつよくし、その下部に行くに従いそれを弱くして、 

全体に枝条の少い場合には上、下部を通じて間我と仝Wに切返し刈定を行い、下向枝、徒長j支、 

重り枝はそれを必ず早目に剪除して、四方、平等に勢"カ均衡の(支条が発逹して、採穂最適の枝条 

が成るべく多貴に得られるようにする。

Cd) 主支造成時代(矛8〜よ〇年、定植10～12年目の整枝)

この主幹の完成^行われる時期には平刈の主枝造成時代と仝様に主幹からの探穂最適新条の発 

生・成長が弱まり、採德技術は淅次その梢部附近に集まり、採饌士も渐次減少してくるために新 

枝条即ち主枝に移動させねばならない。而してその主枝もオ丄主幹より为2、オ3主幹に浙次形 

成して行くべきであって、此の場合特に重要なことは内側方をさけて、外側方のみに延畏するこ 

とであって、その延長も岐角を安定させ、均使の•徳を得易いことと、老袞をさけるために勇定を・ 

短めに行うことカ智［"要である。而して剪定に当っては既述の平刈の埒合の主枝造成時代の剪定に 

従うべきである。

c e ) 樹型完成時代(オユ〇〜丄ん年、定植:し2〜16年目の整枝、紡定)

前時代に主枝カ浣成しそれによって揷木力i行われるようになれば次には側！支の形成に移らなけ 

ればならない。この樹型は今后この側F支を引き続き造成するのみであるので、この時代を伽制完 

成時代と称することが出来る。而してこの側枝はオ:1主幹に就て先ず完成し、次でオ2、3主幹 

に移るべきであってっその要領•は平刈の場合の側吱造成と仝^に行うが、この際捌こ注意すべき 

ことは低刈の主枝朔定の場合と仝樣になるべく外側に枝条を発逹させろことである。

ハ)窩刈式仕立方

プ・ヤスギ、ホンスギ、ネジカワ等の如く自然木の主枝に拐辭母樹の場合の主技に利用し易い主 

枝を有する場合には、此の性質を利用した所謂高刈式の探稔嚇え誘導する場合が便利である。又 

此の方法は平刈式の場合に一時に強度の刈込を行って高刈式に適当の主枝を発生させて誘導する 

圈もある。

この仕立方は軸の中心部及び梢頭附近に勢力が集まり易くして形態が不艮となるために痢®可 

能蜃が急減し易く樹冠下部の新条の発育も極めて不艮のために、この附近からの瞄もあまり見 

込めず•一層鼬敬・が急減する欠点をもつ

今この型の仕立方を簡単に示すと次の通りである

E)主幹台切時代(矛丄年目、定植後4〜5年目の台切、整枝・剪定)

高刈式の仕立方には既存主枝を利用する場合・と,主枝を所定の高さに発逹させる場合の二つ 

の場合があるカハ何れの場合に於ても主幹の台切は平刈、低刈 
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の±3合よりも稍髙めに行う。既存主技利用の塀合の台切は定植後4〜5年、平刈、低刈よりも］〜 

2年おくれば高さ6 〇〜8 OGで行い、一般:の髙刈も略=仝様に行う。この場合の台切戒毆の選 

定・台切の要領については既述の方法に依るべきである。

(b )剪定、整枝

既存主枝利用の場合にはオ!主枝を地上2 〇 B内外、枝角8 0。、枝の直径2 sRの主幹:よりの 

水平距離3〇3内外で炭定枝角松得るように•稍強度の剪定を行う。而してその均定の位篋は低刈の 

矛2主辞の台切の場合と同様に車枝の部分の直上を鋭利な询骅で成るべく切口を乱さぬ ように 

切口面積の少いように実施する。外向枝をなるべ.く残して岐角が早目に安定するようにつとめる。

既存主枝か採砲格型为々対支として迅当な位確にある場合にはこれも亦台切の当年に剪定整皮を 

行う。而してその長さは地上4 0 8、枝角6 〇 ° .枝の直径丄5相、枝の主幹よりの距離2 0G内 

外に若生させて安定させる。この場合も亦牙［主枝と同様内向枝を生ぜしめぬ様、外向枝の多い車 

枝の部分で勇定を行うべきである。

既存主枝を利用出来ない坍合には平刈式と同様の台切及び询定を行って、高刈式の矛丄及びオ2 

主枝となり得る枝条を発生させ、充分に発述させて圳定を行う。主枝形成予定位盈に枝条の発生を 

見ない母樹に於ては芽を搔いて枝条を発生させなければならないこともあるが•これは極めて稀な 

例であるために説明を省略する。

(C)主枝完成時代(矛2〜ん年目の盛枝•功定)

既存主核利用の場合の採科林にあっては定植後々〜6年で主枝形成時代に入り、矛2〜3主!支の 

形成に主力を注ぐ。而してその形成には数年を要する。この樹型誘導にあたって泉も重要なことは 

初めから主枝のみを育てる目標のためにのみ切返剪定を行うようなことを行わず.吱条総登全林か 

ら考察して適当に間截及び切返剪定を折混ぜて行うべきである。即ち先ず3年間に於ける採穂量を 

年次毎に予定して、初年より後年に行くに従い淅増するよ5な枝条を着生させるよう間截又は切返 

琳定を織り混ぜて行う。その場合の間截及び切返剪定の狼的関係は既述の通りに枝条景の多い場合 

に間披を多く・少い場合に切返剪定を多くする。但し主枝の完成する期間までは.原即として間或 

を多くするのカ:艮いと考えられる。

既存主枝を利用できない場合には労2主枝をオ:k主技の要領に依って形成させその後更にオ3主 

枝を形成させる。

(d) 側岐造成時代(矛5〜9年目の箜技、剪定)

台切の部分に着生する新条は此の時代でも徒長!支を混え勝であるために、それらの徒長枝を弦理 

する。
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既存主枝利用の後・には定植後5〜9年目ではオ1主枝は剪定後3年を経過してをり、採徳吱条の 

発生カ漸衰えているために側枝の剪定を行って樹冠を外側に拡める。この場合の剪定は既述の側吱英 

定の場合と同様である.矛2主枝はこれより丄〜2年おくれて、オ3主枝はオ2主吱より丄〜2年お 

くれて側枝の造成を行う。その場合も亦既述の方法に従って行う。

Ce >樹型完成時代(为9〜丄2年目の整枝剪定)

高刈は合切の梢頭部附近に勢力を得かちである為に強度の明定を継続して、その中心部附近の徒長 

成長を抑制して行くか•主枝が発達して技条帰が増加するに従い、その中心部が勢力を得て、徒長枝 

を生じ採穂最適の形態となり易い。斯様な場合には梢頭部を除"に・髙めて,枝条着生の部分を拡めて 

行くべきであり.これに応じて又下方の主枝も側皮を延長させて行かねばならない。

既存主枝をもたない採穂母樹の場合はたヾ側吱造成、樹冠完成の時季が稍おくれるのみの善異であ 

る。

3)自然形採糖林

台切式喩休は材の用途は薪材のみしか考えられない力ハ自然形探穂林は瞄しながら本来の用材 

林仕立を行っていくもので造林木を用材として使える有利性力酒然考えられる。

(&)整枝、剪定

ブヤスギは植裁後4〜5年、メブサ.ナオスギは5〜6年、ホンスギ’ヤブクグリ、ウラセバル’ 

ブカ、タノアカ等は4〜6年で樹冠の下部に着生している哄から敬オ:の採彩が出来る。雲通杉で 

有名な武藤品雄氏は主にこの方法で苗を螂をしている。

(b)为2年目以降の整枝剪定

为丄年目と仝^こ次の1年間に着生した枝条を樹冠部から採穂する。採穂は枝条を最小限度にと 

り、垂枝の部分を利用して剪定する。

この枝条は台切仕立のものに比較すれば枝条の形態が悪く ,活力も少いために採木の場に発根が困 

鎌であって、苗の形態も劣る。オビブカ・タノ ア力等の頂部優勢性の強い活着の稍困雑な品種では 

この採穂林仕立方に於ける下枝:からの湘が何％の揷木活着率を調査するノ逐があり目下実施中で 

あるカヾ、その結果については他日詳述する。

採穂は弱定に依って枝条を若返らせる結果となる。今:L 3年生の造林木の瞄と台切仕立ての採 

穂との養料及び苗の活着、成長の関係を示せば次の通りである。

屈 折 率

1 2 Mean

自林 L 3 1 1.5 8 丄4 5

台切仕立 丄!2～丄5 7 L4ユ〜丄8 3 丄2 7〜丄6 6

(丄9)

苗の活着状態 根 室葉 樹髙 直経

自然木 7 a 6 1 a 6 4 5 2 1 Q 6 1 Q 2

台切仕立 9 a 2 1 a 4 6 Q 5 1 S 1 a 3

しかし乍らこの若返りは或る限度を超えた期待をかける訳には行かない。その班合に考えら 

れなければならない手段は施肥及び潅水尋で•あって、扌碱林の樣に毎年圈幹の一部を奪取する 

ことに依って、湖木の・澈条件を極端に不艮にする。そこでもって各險爾:に最適肥料をそ 

の林地に応じて施肥することが必要である。麗氐林の施肥関係については両三年前から実施し 

て来ているカヾ、まだ結果を得ていないので他日にゆずるカヾ、施肥を上にすきかえる程度の最を 

施す位の目標をもって行い、施吧力湘多過ぎた場合には全体的に稍碰度の勇定を行って徒長型 

の枝条カ靖生しないように防がねばならない。

採僦林の速地.選定条件としては次の事柄を考慮しなければならない。

i) 土壤水分豊富で山頂.風衝地帯はなるべく避けること。

ii ) 土壊の通気破力瞰富であること。

iil)土壊は細土より成り、狭料吸収率力糸く、各種養料に富むこと

iv ) 冬期に寒、烈風があたらず、著しく塵冷ならず、土壊も碰く凍結しないこと。

v) 夏期に地面が乾燥せ寸、地表面力裕しく高温とならないこと。v .

vi) 級斜面で水流の便があり、日射の強い西北斜面は避け、東南斜面を選ぶこと

要するにスギの生育に最適の条件の所であって、その適地は品種に依って変ることに留意しな 

ければならない。天草に於ける採痛j林の地形(よ次図の通りであって.スギの生理的性質より見て 

極めて合理的な条件のもとにあることがわかる。

鼬林の理想的遹地は此の天草の地形に類した河丿11敷、田畑等の空地を利用することであって 

苗畑の接麻地は平坦に過ぎて、下网土も緊密なためにスギの成辰カ臻え易く、従って活力の旺盛 

な險!を採取し難い。苗畑と接続した場所には苗畑が近いために苗畑愀に容易であると云うよ 

うな単なる理由のもとにては選択設定すべきではない。

採穂林は除草を完全に行えば、完全な裸地となり夏期には地表面の温度を高めて葉をむらし、 

ダブブラムシ、カイガラムシ等の発生源地となり易いので、成るべく早目に草生地とすべき 

である。但し笹頰、永本科植物のチガヤ等の叢生地はスギの根の吸収を妨げ、成長力晩めて不艮 

となるために充分な刈払を行い、スギの根の発達を充分にしなければならない。

採蔥林は通風が必要であり、丈夫な枝条を定まった形で養成させることであるために、一定の 

距離力泌<要であり、あまりに松閉歩すぎる場合には捎頭部、樹冠の上部には直上皮を、下部には
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慎上枝を.下部には下垂枝を着生し易く、枝条力咬錯すれば、台風等の時に・危害をうけ易く、主幹 

中心部の内葉は陽光不足となつて衰弱、極核葉を生じ易いので、赤枯病、その他の病害の発生温 

床となる危険があり、注意を要する。下垂技、内行枝主幹台切及び中心部分の新条の叢生は発生を 

極力避け、生じた場合にはなるべく早目に整理しなければならない。

牌林の碎距顯こは色・考えられるが、現在までの実行結果並に採慈林の樹令に・依る樹冠拡張 

の関係等より考察すれば、植栽距離を3 G尺とすることカきh a当4. 5 〇 〇本となる。而してこ

れを弱度と中度に功定した場合の定植3 〇年後総収欖本数は であって!本

の単価が:L円とするときは!h a当の毎年の粗収入が,5 Q 〇 0 0円となる。而してこれを優艮 

品•啻等の高価なものを,苗の揷付まで行って阪売にに移す場合には更に有利な計算となる。

台切、剪定の用器については殆んどの埒合、剪定鉄を用いられているが、台切のときに台切本が 

大きい場合には小鋸を用い、採慈に於ても数多い枝条を採取するには、穂元切り鎌を用いる方が安" 

全である。剪定鉄は欄脂のために切れ雖くなるので、常に樹脂をふきとり•艮く切れる様に保存す 

ることが重要である。

オ国洋刈匸於ける台切の裡煩




